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 的場むよ び著者は,甲状腺に直接造 影剤( LipiOdO■ UF) を少量注入し, 甲状腺むよ び所属
 リンパ節を造 影する万法を考案 し,甲状腺リ ンパ造 影法Thyro iao -lymphography(TLσ)
 と名付けたさ)' 2) 本法 は 甲状 腺疾患の診断に役立っと考え たので,本法 の臨床的 検討 を行い報告する。
 研究対象は東北大 学医学部葛 西外科教室で取 り扱 つた甲状腺疾 患の うち77例かよび甲状腺疾患以外
 の患者で,本法が診断に役立つと考え られる23例に 施行 した。 万法はリンパ管造影用のLipio一
 αOl、 U.F. を用い, 甲状腺を経皮的に穿刺し,本剤2CC を注入した。 造影剤注入後15分,24時
 間,48時間 むよび必要 に応じてさらに経時的に頸部を伸展 して背 腹,側面の二方向についてレ線撮
 影を行なった。 本法の施 行前後に適宜に基礎代謝率(BMR),151 工甲状 腺摂取率( 151エ Up
 τake),Tr io80rb( TRSU) を測定 した。 ま た一部につい ては 術前 151 1 甲状腺シン チグラ ムを
 施行した。 甲状腺所属 リンパ節の命名は,u エCG日下支部甲状腺癌小委員会の命名に従った。 また
 出現リンパ節は,各例につい て頸部レ線写真の正面像を同時に対比 して個々の数を算出した0 1. TLG
 の成功 率: 甲状腺実 質内に造 影剤が正 し'く 注入さ れないと,診断 に役立 つレ線写真はえ られない。 著
 者らの行なったTLG100例甲91例に成功をみ た0 2. 甲状腺造影とその分類:造影剤注入 に成
 功 した91 例の 甲状 腺造 影所見 は次 のように なる。 lP正常 甲状腺: 造影剤 を一葉 に注入 した 26例に
 ついて観察 した。 造 影剤は ただちに腺葉に拡 散 し,10、15分後 に注入側 腺葉 は微細な網様 構造物
 と して造影さ れる。 多くの例で対 側葉の一部も造 影さ れる。 これらの正常 甲状腺葉 の造 影像を工正常
 網状型No rmore Ucu■arτypeと した。 qlびまん性 甲状腺腫,慢性甲状 腺炎 :中毒性びま ん性
 甲状腺腫 6例,単純性びま ん性 甲状腺腫1例,橋 本氏病4 例年対 して造影を行なった。 網様 構造は,
 粗大不整 となり,時に はその 紋理 は結節性に 集合 する傾向 を示すが,明らかな陰影欠損 を示す ことは
 ない。 これを皿 網状結節型 国O dU■OreU CUユar ype と した。 (iip甲状腺内 に限局性病巣を認める
 場合造 影所 見: 甲状腺内 に腺腫,癌,腺腫 様過形成,嚢腫等 の限局性病巣の ある 場合に は結 節は陰影
 欠損として表現される。 その境界が, 鮮明鋭理で,球型,甲 '空透明を呈する ものを皿透明欠損型
 Gle ar cut defec七 τypeと した。 また欠損 部の形が不整で境界が不鮮明なものを IV 不規則欠
 損型Irregu■ar こefec七 type と した。 また欠損像が多発性に見られるものをV多発欠損型
 MulUple d6fec七 七ypeと した0 3. 甲状腺造 影と病理診断との関係:正常網状型は正常甲
 状腺を示 した。 網状結 節型の1 1例では中毒性びま ん性 甲状腺腫6例,橋 本氏 甲状腺炎4例の他,多
 発結節性 甲状腺腫 1例で あっ た。 透 明欠損型 を示 した36 例中 良性の結節性 甲状腺腫が34 例を占め
 るが腺腫が2例含ま れていた。 不規則欠損型を示す10例はいずれも癌で,多発欠損型を示す10例
 '中 9例は多発結 節性 甲状腺腫であるが1 例の癌が含まれていた。 即 ち艮 性結節5 4例のうち 3例が触
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 診で悪性と 誤診されたが,TLGに よると全例が良性と診断されている。 悪性結節1 3例では,13
 例中5例は艮性とされてい たの に対 して,T LG では13例中 3例のみが良性 とされている。 即ち
 TLGは結節性甲状腺腫の診断上極めて有用である0 4、 甲状腺所属リンづ節の造影: 甲状腺に 注入
 された造影剤は 10、15分で痒入側の腺葉内に拡 散し,次第に 甲状 腺の所属 リンパ節に移行 し,
 24 時間 でほ ぼ完全に描き出される。 最も出現頻度 の高いリンパ節群は,上下 深頸部リンパ節,次い
 で気 管前,喉頭 前,傍気管, 甲状腺周囲 リン パ節で ある。 外深頸部,顎下部, 扇下部の各 リンパ節は
 出現されなかった0 5、 造影剤の運命:10～1 4日で甲状腺実質自体にはほとんど認められなくな
 り,一万 リン パ節に入った造影剤は徐々 に吸収さ れる 運命にあるが,1年後 にも退跡的に リンパ節に
 粗大穎粒状になって残るものがあった0 6. 甲状腺機能に及ぼす影響:T LG施行前後にBMR,
 TRSU, 151 工摂取率を測定 し手術を施行 した2 9例について検討 した。 〔DBMRは前値が正常範
 囲にある17例甲12例は術後も正 常値にあり,他の 3例は低下 を示し,義る 2例は上昇値 を示 した。
 前値が正常値より若干高値を示 した 7例では、手術後5例低下 し,2例は若干の高値を示した。 “i,
 TRS U:術後 26例中2 3例は正常囲 犀あり,他の3例は低下 しう ち 2例はそ の後間もなく回復 し
 た。 ㈱ 1引 工 摂取率:前値正常囲 にある19例は早期にいず れも強 い抑制を受け 低下値を示 し,術後
 4ケ月 にも多くは低下値を示した。・8. 甲状腺組織像に及ぼす影響:T I・ G施行後32例の組織像は
 間質のリ ンパ腔 の拡大を主とし,リ ンパ球浸潤,若干の 肉芽腫形成 等の反応 性所見をみた。 結論,著
 者らの考案 した 甲状腺リンパ造 影法Thyroiao■y'mphO graphyを 臨床的に応用 して次の結論を
 得た。 L 本法を100例に施行し,成功率91 拓であった0 2. 甲状腺の造影所見を工正常網状型
 No r皿oreUcu■ar τyPe :, ∬網状結節型 Noduエoreτic亘ユar tylpe,皿透明欠損型 C■e-
 ar cut defect τy團pe,皿不規則欠損型工rregular drefθct τype, V多発欠損型
 MuユUpユe defe cτ τype,に分類 した0 3. 以上の工型は正常甲状腺を表し,五星は橋本氏病,
 びま ん性 甲状 腺睦,皿型は良性結節,N型は癌,V型は多発性結節性 甲状腺腫 を表している0 4. 本
 法は結節の機能は表現 しないが,形態的診断法としてシンチグラムより優れる0 5. 本法施行後に甲
 状腺所属 リン パ節が造影さ れ,上下深頸部,気管前,喉頭 前,傍気管,甲状腺、匿囲 各リンパ節 の順に
 出現頻度が高く,又対側のリンパ節の一部も造影された。 6、 注入を受けた甲状腺には,組織学的に
 軽度の反応性炎症を認め た。 7. 施行後 甲状腺機能 をみると 151 工摂取率は長期の抑制がみられるが,
 TRS U甲状腺機能の変動をみると,重大 な影響はみられず,臨床的副作用 はみ られなかった。
 文献 1) Ma 七〇ba,M. a且d. Kiku.chi,T ・: Thy'roiαolymphography,Radiology,
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 審査結果の要旨
 著者及 び的場の創案に よる甲状 腺リ ンパ造影法Thyroid-ly皿phOgraphyは,本邦のみな らず
 世界的に広く利用されるようになって来てい る。 この研究では,本 法を 甲状 腺疾患77例,その他
 27例,計 100例に施行し, その 診断的価値と甲状 腺機能に 与える影響を 検討 してい る。
 本法による甲状腺造影の成功率は91 易であった。 正常甲状腺は 正常網状型 Nor皿Oreticu lar
 type, びま ん性甲状 腺腫,慢性甲状腺炎は網 状結 節型 Nodulore七i cular 七y・pe, 腺腫7 癌,
 腺腫様過形成,嚢腫などは陰 影欠損を示して透明欠損型 Clear cu七 αefec七 typ eは良性 結
 節,不規則欠 損型 工rregu lar defect ty'pe は癌, 多発欠損型muIUple defec七
 type は多 発結 節性 甲状 腺腫に見られ, その 特異性は高く,診断的価値が大き いこ とを認めている。
 所属リンパ節 は上下深頸部,気管前, 喉頭前,傍気管, 甲状腺周 囲の 順に造影頻度 が高 い。 造影剤
 は1 0～14日 で甲状腺から消失する が, リンパ節には 長く 残り,時に は一年 以上 残存 する もの があ
 る。
 甲状腺機能 に対 する 影響については, BMR及 びT RSUは変動も小さ く一 定の 傾向 が見られない
 が, 得1工 摂取率は可成り長期に互る低下を示 す。 この低下 は造影剤がリ ンパ 節内に長く 残存 する
 為の 影響と考えられ, BMR及 びT RSUに明瞭な変動を見ないことから,甲状腺機能 に対 する 重大
 な影 響はないものと している。
 本法 施行後甲状 腺切除を 施行 した例の甲状 腺組 織像は,リ ンパ 腔の 拡大を 主とし,リンパ 球浸 潤,
 若干の肉 芽形成を 見る 程度であった。
 以上より,本 法は副作用 が極めて 少く, 甲状 腺疾患及 ぴ頭部リンパ 節病変の診断法と して臨床的に
 有用であると している。 この 研究によって はじ め本法の臨床的価値 と安全性が確立されたもの で,こ
 の方面に資する 所 が大 きく,学位授与に値 する。
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